


























研究課題名（英文）Research on exploration of arid land in North Africa 
  
研究代表者 










ム開催 1 回、現地調査１３回、データベース構築・公開などの活動を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 11,900,000 3,570,000 15,470,000 
２００６年度 8,700,000 2,610,000 11,310,000 
２００７年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 
２００８年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 
  年度  






















































果、Sayali (S)と Zarrazi (Z)サンプルには IgE
抗体感作BSA抗原刺激RBL-2H3細胞に対し、
β-hexosaminidase 遊離阻害効果があることが































ニジア原産 Gerboui オリーブ葉 70%エタノー
ル抽出画分には非常に高い細胞分化誘導活
性 を 発 見 し 、 こ の 活 性 成 分 は

























ラフィーを用いて T. hirsuta の抽出物の分離
を行った結果，2 種の新規ダフナン型ジテル
ペンを単離することに成功した．学名に因ん
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